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しまう。依存症ともよばれる。 となっている ）。この内容から、一般的には 嗜癖 の対象
は元来 アルコールや他の嗜好性のある物質 であることがわかる。 嗜癖 の対象が アル
コールや他の嗜好性のある物質 であることから、類似した概念として 依存
（ ） や 乱用（ ）、 中毒（ ） があげられよう。これら 嗜
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癖 、 依存 、 乱用 、 中毒 という用語は、対象や時代、研究分野ごとにさまざまに使用さ
れてきた。最初、医師や研究者など専門家の間ではこのような行動に対して 嗜癖 という用
語が長きにわたり使用されてきたが、世界保健機構（ ）の専門家委員会は、従来使用さ
れてきた 嗜癖 に替わりこの状態を 依存 という用語を使用することを提唱した ）。この




）の第 版（ ）において、 病的賭博 という診断名で、
その診断基準が 衝動性制御の障害 のカテゴリーに設けられていた ）。その後
、 と改訂を経て、 ）では その他どこにも分類されない衝動制御の
障害 のカテゴリーに診断基準が掲載されていた。このようにギャンブル行動への耽溺は、
年以上 衝動性制御の障害 で扱われてきた。 そして 年に米国の が出版され、現
在では ギャンブル障害（ ） という診断名で 物質関連障害および嗜癖性
障害群 のカテゴリーに診断基準が設けられている（表 ））。 においてギャンブル障




















て、オーストラリアのギャンブル障害研究者である と の文献研究がある ）。この研









































年齢層（ ） や 分類コード（ ）、 雑誌タイトル（ ）、 キーワード（ ）、 対




掲載された論文を対象に 年 月中旬から 月中旬にかけて文献検索を行った。書誌データ
の収集にあたり、“ ”、“ ”、“ ” 、
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たものを順に、“ ”が 件、“ ”が 件、



































れているものもあり、その場合はそれぞれの 心理学の分類コード（ ） の結果に含めた。
ギャンブル障害（ ）の研究に関する計量書誌学的分析
．結 果
データベース を使用し“ ”、“ ”、
“ ”、“ ”、“ ”の検索キーワードご
とに論文検索を行った。論文の検索結果に関して、 論文数の推移 、 検索キー
ワードごとの論文数推移 、 地域ごとの論文数推移 、 研究領域ごとの論文数の比



















図 には“ ”、“ ”、“ ”、




”が 年、“ ”が 年、“ ”が 年、
“ ”が 年であった。検索キーワードごとの傾向を見てみると、 年
以降はどの年においても“ ”で検索される論文数が一番多く、 年以
降の増加傾向が顕著であることがわかる。“ ”に次いで多いのが
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